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市では毎年、自治会に対して、身近な生活環境に対す

る要望の調査を行っています。自治会からはさまざまな

要望が市に寄せられます。

槐・四日市自治会からは、地域の運動会などで使用す

る運動場を整備してほしいと市に要望がありました。し

かし、このグラウンドは市有地ではありません。これま

で運動会が近づくと地域の人が草刈りやツタの除去を行

ってきました。しかし、年々土地は荒れ、草刈りをした

だけでは間に合わない状態になってきたことから、一昨

年、地域で費用を出し業者が整地を行いました。今後は

できれば、市に整地をお願いしたいということでした。

しかし、市の所有する機械では、草が伸びていれば、

機械が入っていきません。そこで、整地を行う前の草刈

りは住民、整地は市が行うというように、それぞれの役

割を決め整備することにしました。また、整地後のグラ

ウンド管理も地域で行っていくことにしました。

このように、市がすべてを行うのではなく、地域住民

でできることは自

分たちでやること

によって、結果的

に、より良い地域

になっていくとい

うケースは決して

少なくありません。

自治会要望の事例から

地域のグラウンドを協働で整備

能代港に響き渡る 迫力ある太鼓の音!!
６月５日㈰、能代港はまなす展望台前で「第３

回太鼓フェスティバル in のしろ」が開催されまし

た。集まった大勢の観客が、県内外から参加した

14団体の熱い演奏に聞き入っていました。


